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高校生の学校生活に関する意識調査
日本 とニ ュー ジー ラ ン ドの比 較
林 孝 夫
現代 の青 年は勉強 に追い ま くられ,青 年期 と呼 ばれてい る大切 な時期 を浪費 して し
まってい るのではないだろ うか。 また,学 校 においては,友 人関係や学業 不振 に よる
不登校が増 加 しつつあ る。以上 を踏 まえ,青 年期 にあ る高校生 の意 識 を探 り,彼 らは
どうい う青 年期 を過 ごしてい るのか を理解 し,少 しで も心豊 かな,夢 のあ る学校 生活
を送 る一助 になれ ばと考 え,こ の意識調査 を実施す るこ とに した。調査 において は,
「学校生活 は充実 してい て楽 しいです か」 を初 め と した学校生活 の充実度 を尋 ね る設
問 を用意 し,初 め に日本 の高校 で意識調査 を実施 した。その結果 を分析 し,考 察 を行
った後,ニ ュージーラン ドの高校生 に対 して も同様 の調査 を実施 し,両 国 の高校生 の
意識 につい ての共通点,相 違 点を見つ けだそう とした。
キーワー ド:学 校生 活,友 人,ゆ とり
は じ め に
讀賣新聞1995年8月11日 号に文部省の学校基本調査の報告 として,「学校
嫌い」を理 由に年間30日 以上欠席 した不登校(登 校拒否)の 児童 ・生徒数が
前年 より3.5%増 加 し,過 去最高の7万7000人 を記録 し,特 に中学校では一
校に5人 前後の深刻 な 「学校嫌い」の生徒がお り,そ の原 因の4割 は友人関
係や学業不振などの学校生活 にあると報 じられていた。
それでは,当 の生徒達は学校に対 してどのような意識 を持っているのだろう
か,何 が彼 らを学校嫌いにしているのかを考える一助 としてこの意識調査 を実
施 した。この意識調査では高校生に小学校から高校 までの学校に対する考えを
答えてもらい,こ の結果 をもとに少 しでも生徒にとって快適な学校,夢 が持て
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た,生 徒 にとって本当に必要な学校 とはどのようなものかを考えていこうと思
っている。
1,調 査方法,時 期,人 数
本研究では,高 校生の生活実態 と意識を探るために,質 問紙による調査を無
記名で行 った。上記 目的のために,学 校生活への満足度,教 師 との関係等4
(資料1)意 識調査の用紙
(年)(男,女)
1,学 校生活 は充実 していて楽 しいですか。
1,は レ、2,V、V、 え
①1と 答 えた人 はどうい うところが楽 しいか,具 体的 に書い て くだ さい
②2と 答 えた人 はどうす れば充実 した楽 しい学校生活 になると思 うか、具体 的 に書
いて くだ さい。
2,小 ・中 ・高で はどの時代が一番楽 しかった と思 いますか,い ずれ かに○ をつけ て
くだ さい。
小 ・中 ・高
① また,そ れは どうしてか理由 を書いて ください。
3,今 まで に信 頼で きる先生が いま したか。
1,はL>2,V、 レ、え
①1と 答 えた人それ は小 ・中 ・高いずれの時ですか。()
② どういう点が信頼 で きたのか,具 体 的に書 いて くだ さい。
4,学 校 に行 きた くない と思 ったことがあ りますか。
1,はL>2,レ 、レ、え
①1と 答 えた人,そ れ はいつ頃ですか。()




項目を設定 した。時期は1993年10月 から1994年5月 にかけて,大 阪府下,
京都府下,滋 賀県下のそれぞれの高校で行 った。アンケー ト総数 は男子159
人,女 子111人,合 計270人 であり,回 収率は100%で ある。




この質問に対する回答 を見てい くと,全 体 としては270人 中185人(68.5
%)が 「はい」 と回答 し,過 半数を上回ってお り,特 に女子では72.1%と 高
く,大 部分の生徒がく高校生活を大いに楽 しんでいる〉ことがわかる。
それでは,次 ぎに生徒がく何を楽 しみに学校にきているのだろうか。〉
それは,次 の質問①の 「どういうところが楽 しいか」の回答に見 られるよう
に男女共 「友人と遊ぶ」が圧倒的な数値で1位 に挙げられている。次いで 「ク
















いものだ,苦 しくてもや り抜 くか ら身につ くのだ〉という根強い意見がある












結果を見ると全体 としては,「小学校時代」 と回答 したものが,270人 中46
人(17%),「 中学校時代」は130人(48.1%),「 高校時代」は88人(32.6%)
で 「中学校時代」が圧倒的に多 くなっている。筆者は,こ の調査を実施する前
に「高校時代」という回答が多 くなるのではないかという予測を立てていたが,
結果は予想 を覆 して 厂中学校時代」が最 も多 くなってしまった。なぜ,こ のよ
うな結果が出てきたのかを筆者がこの意識調査 と併せて実施 した聞き取 り調査
を参考に考えていきたいと思う。
聞き取 り調査の中で出てきた意見は次の通 りである。「中学校時代 には将来
の夢を持つことができたが,今 はそれができない,現 実 を知ってしまったから
という訳ではないのだが」「勉強に関しては高校 よりも中学の方がやさしかっ
たし,中 学校の時は勉強 しろとは言われなかった」「授業時間も高校の方が長
く,し んどい」厂今は誰でも高校に入学できて当た り前で,高 校進学がプレッ
シャーになることはない,し かし,高 校に入学 してしまうと自分の将来が見え




ラスについては中学校の方が団結力があり,男 女の仲 はよかったが,高 校はク
ラスが盛 り上が らない,友 人関係は中学校の方が小学校より続いているので安
心できる」「中学校時代の方が多 くの友人がいたが,高 校ではばらばらになっ
て しまった」「中学校では先生がお もしろかった し,若 かった,ま た,中 学校
では何をやってもよかった」「クラブ活動は高校の方が きつい」以上は 「中学
校が一番楽 しかった」 と回答 した生徒の意見である。また,校 則の厳 しさにつ
いては 「中学校の方が厳 しい」と回答 した生徒が大部分だった。
筆者は,最 初に述べたようにく中学校時代は高校受験が目前にあ り,内 申書
等で縛 られて自由がないので,「高校時代」 と回答する生徒が多 くなる〉と予
想 していたが,そ の予想は外れ,む しろ,今 の高校生の方が入学当初から進学,
就職のコース分けがおこなわれ,高 校の方がく進路にプレッシャーを感 じる〉
状況に置かれていることがわかる。逆に中学校では,い ろいろな取 り組みがで









「小学校時代(が 一番楽しかった)」 を選択 した生徒の回答を見ていくと 「お




くる。〈学校 とはただ勉強するだけの場でない,人 生の基礎 を作るところだ〉
という教育本来の姿が見えてくる。そこには生徒を無理矢理押さえつけようと





ろう。しかし,中 学校においては,筆 者がすでに述べたように,ま だ進路や将
来 に対 して夢 を持つ ことができる時期であ り,ク ラスの仲間とのさまざまな楽
しい取 り組みが,校 則は厳 しいか もしれないが,そ れ以上に学校生活に夢を持
つ ことができるのであろう。だからこそ,筆 者の調査にも見 られるように 「中
学校時代」が一番楽 しい時期であったのであろう。
それが高校に入学するとまず,〈 学校 とは勉強する所〉という意識が一層強
くなり,ま た,高 校自体 も大学への進学実績のみでくあの学校は進学校だ,よ
い学校だ〉といったように高校の評価が決められてしまう,そ のような状況の
中で筆者の聞 き取 り調査に見られたように,将 来に対する絶望感,進 路 に対す
る不安感が一層高まり,生 徒はそれから逃れるために友人へと走っていってし
まうのであろう。また,授 業内容の難 しさもく授業離れ〉へと拍車をかけるの








[中学校]友 人が多 くいる。自由があ り,充 実している。クラブ活動が楽 し
める。クラス全員で文化祭や体育祭等,何 でも取 り組むことがで きる。 きまり
はあるが,そ の中でいろいろできる。授業がやさしく,未 来のことを考えなく
てもよい。テス トもやさしい。
[高校]原 級留置や退学,停 学がない。自由があり,縛 られた雰囲気がない。
大人として認められる。アルバイ トもできる。広い範囲の友人ができる。クラ





筆者は(a)の 「学校生活は充実 していて楽 しいですか」に対する分析の中
でく友人がいるから学校が楽 しいのであ り,こ の関係が くずれてしまえば,学
校は全 く楽 しくなくなってしまう〉と述べてきたが,こ こではく信頼できる先
生がいることが学校生活を楽 しくする上で大切な要因になっているのではない
か〉という考えに立って回答を見ていきたいと思う。
「今までに信頼で きる先生がいましたか」 というこの質問に 「はい」 と回答
したのは,全 体で270人 中149人(55。2%)で ある。これで見 るかぎり,何
と2人 に1人 程度 しか信頼できる先生がいなかったことになる。半数近 くの





次 に質問①の 「(それは)小,中,高 のいずれの時ですか」について見てい
きたいと思 う。全体で見ると 「小学校時代」が39人(26.2%),「 中学校時代」
が87人(58.4%),「 高校時代」が38人(25.2%)と な り,「中学校時代」に
「信頼で きる先生」が多 くいたことになる。これは,(b)の 「どの時代がm













のは,特 に中学校では 「何でも話せた」「同じ立場で物事 を考えてくれた」「相
談に乗ってくれた」「最後まで進路を考えて くれた」「頼 りがいのある先生だか
ら」 というものである。これらのことをまとめると理想の教師像 として,次 の
ことが浮かび上がってくる。〈生徒の気持ちを理解 し,適 切に生徒にア ドバイ
スを与えてくれ,真 剣に進路等の面倒 をみて くれる〉という教師像である。こ
のことは 「初期青年期 を迎え,第2次 性徴の発現に伴 い,親 から心理的な距
離 を置 き始めた」(プ ロス1962)2)彼 らが,中 学校の教師に理想の父親像,母 親
像 を見いだそうとしたのではないかと考えられる。中学校を舞台とした金八先
生(「3年B組 金八先生 東京放送)が 大ヒッ トしたのは,ま さにこの教師像
が金八先生そのものであったから,中 学生の共感を呼んだのだろうと考えられ
る。<ど の小学校,中 学校,高 校においても,そ れぞれの生徒にとっての金八
先生がいれば〉と願ってやまない。そうすれば,「学校 に行 きたくない」と考
える生徒 も減少するだろうし,教 師とさらに友人の力により,思 春期も乗 り越
えられるのではないだろうか。そうして,青 年期における自我同一性も確立で






(d)「学校 に行 きた くないと思ったことがありますか」
ここでは 「学校 に行 きたくない と思ったことがあ りますか」 という質問に対
する回答 を参考 に,今 の生徒の学校に対する思いを見ていき,ど のようなこと
が原因で学校 に行 く気がしなくなっているのかを考えていこうと思う。
「はい」 と回答 した生徒は全体 としては,270人 中157人(58.1%)で あ
り,特 に女子が73.9%と 高い割合を示 している。これらのことから考えると
いかに多 くの生徒が 「学校 に行 きたくない」 と感 じているのか理解することは




までの6,3,3,4年 制という短いスパ ンで考えるのではな く,生 徒の一生涯か
ら見た学校作 りが必要となって くるのではないだろうか。
次に質問①の 「いつの頃に(学 校に行 きた くないと思ったか)」では,全 体
として見ると,「中学校時代」「高校時代」が多 く,「いつ も」 という回答も多
く見 られる。中には,男 子で 「小学校時代」 という回答も見られ,小 学校の頃
からすでに 「学校に行きた くない」と考え始めていることがわかる。では次に
「何が原因か」を見ていきたいと思う。その原因としては,「だるいか ら」「疲
れたから」という回答が多 く見 られ,ま た,「 学校がお もしろしくないから」と
いうように 「学校」その ものが原因になっているもの も見られる。もちろん,
(a)の 「学校は充実 していて楽 しいですか」でその楽 しい理由の第1位 とし
て挙げられていた 「友人がいる」が今度は逆にその友人関係が くずれ,「学校
に行 きた くない」大 きな原因になっている場合もある。そ して,学 校が興味あ
るものになっていないか ら,朝 になると精神的なものか ら身体がだるくな り,
学校 に行 きたくなくなるのではないだろうか。また,友 人を作ることによって




2日 本 の高校 生 とニ ュ ージー ラ ン ドの高校 生 に対 す る
意識 調査 に よる比 較研 究
昨今,日 本の学校においては,進 学競争はもちろんのことであるが,そ れ以
外にもい じめが深刻な社会問題 とな り,毎 日のように新聞等で報道されてい
る。また不登校の生徒 も増加 している,こ の原因を探 るべ く1章 では,日 本
の高校生に焦点を当てて,高 校生の学校に対する意識を筆者なりに,分 析 して
きたが,本 章では,日 本の高校生 とニュージーランドの高校生の意識を比較す
ることによ り,両 国の高校生の置かれた状況,学 校教育の現状やまた今後どう
・ ・
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あ るべ きか に つ い て考 察 して い くこ と にす る。 高 校 生 の 意識 を調 べ る た め に,
日本 とニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの高 校 生 へ の意 識 調 査 を行 った 。調 査 時期 は,日 本 の
高校 生 に つ い て は,1993年10月 か ら1994年5月 にか けて,京 都 府 下,大 阪
府 下,滋 賀 県 下 の そ れ ぞれ の高校 で行 っ た。 ア ンケ ー ト総 数 は,男 子159人,
女 子111人,合 計270人 で あ る。 ま た,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドで は,首 都 ウ ェ リ
、ン トン市 内 の男 子 高 校 生 と女子 高校 生45人 に対 し1995年6月 に 回答 を求 め
た 。 そ の 内 訳 は男 子21人,女 子24人 で あ る。 質 問 内 容 に つ い て は 日本 語,
英 語 とい う違 いが あ る が全 く同様 で あ る。 両 グ ル ー プ に は人 数 の 面 で差 はあ る
が,両 国 の比 較 を して み た い と思 う。
(a)学 校生活の充実度に関 して
「学校生活は充実していて楽しいですか」 という質問に対 して,「 はい」「い
いえ」で回答 してもらい,「 はい」 と回答 した生徒 に対 しては,「何が楽 しいで




階では,全 体での充実度が70%弱 であったことに対 して,筆 者はく低いので
はないか〉という印象を持 ったが,両 国を比較 してみると決 して低い数字では
ないことがわかった。調査前の筆者の予想では,ニ ュージーランドの方が高 く
なるのではないかと考えていたが,意 外であった。もっともこれは,サ ンプル
(資料2)日 本 の3校 アンケー ト集計結 果
男子159人 女子111人 合計270人
質問1,「 学校 生活 は充実 していて楽 しいですか」
全 体 男 子 女 子
は い 185(68.5) 105(66.0) 80(72.1)
いい え 77(28.5) 50(31.5) 27(24.3)
無回答 8(3.0) 4(2.5) 4(3.6)
(注)()内 の数




ニュー ジーラン ドウエ リン トン市の アンケ ー ト集計結果
男子21人,女 子24人,合 計45人
質問1「 学校生活 は充実 していて楽 しいですか」
全 体 男 子 「 女 子
は い 26(57.8) 9(42.9) 17(70.8)




字 は%を 示 し
ている。
数が少ないのと高校 も限定 されていることも原因しているのかもしれない。 し
か し,両 国とも半数以上が 「満足」してお り,特 に両国 とも女子に関 しては70
%を 超える満足度を示 していることは注目に値する。このことは,日 本におい




両国とも 厂友人」 と 「クラブ活動」が上位 にきている。「クラブ活動」 も友
人をつ くる一つの方法だと考えると 「友人」が学校生活 を楽しくするための大
きな鍵を握 っているといえる。
《どうすれば楽 しくなりますか》
日本では 「友人をつくる」が多 く,上 記の質問に対する回答 と合わせ,<友
人がいることが学校を楽 しくするための条件であ り,友 人が学校生活を支えて
いる〉といっても過言ではないだろう。
ニュージーランドでは,授 業に関する要求が多 く,学 校生活を楽 しくするた
めには,友 人同様,授 業の内容が生徒を学校に引き付けるかどうかの鍵になっ
ていると言える。
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① 「はい」 と答 えた人 に尋ね ます。「何 が楽 しいですか」(複 数回答可)(日 本)
全体185人 男子105人 女子80人
1,友 人 と遊 ぶ114(61.6) 1,友 人 と遊 ぶ53(50.5) 1,友 人 と遊 ぶ61(76.2)
3,ク ラ ブ34(18.4) 2,ク ラ ブ23(21.9) 2,ク ラ ブ11(13.8)
4,休 み 時 間9(4.9) 3,休 み 時 間4(3.8) 3,休 み 時 間5(6.3)
授 業9(4.9) 授 業4(3.8) 授 業5(6.3)
5,行 事4(2.2) 4,ク ラスが楽 しい3(2.8) 4,先 生 と話 す3(3.8)
6,ク ラスが楽 しい3(1.6) 5,自 由 な と ころ2(1.9) 5,行 事2(2.5)
7,自 由 な とこ ろ2(1.1) 行 事2(1.9)
(注)()内 の数字 は上記の質問に 「はい」 を選択 した生徒 に対 する割合 である。
① 「はい」 と答 えた人に尋 ねます,「 何が楽 しいですか」(複 数回答 可)(ニ
ュージーラ ン ド)
男子9人 女子17人
1,ク ラ ブ5(55.6) 1,友 人11(64.7)
2,友 人3(33.3) 2,昼 食3(17.6)
3,芸 術 の授 業 が ない1(11.1) 3,先 生1(5.9)
勉 強 以 外 どん な こ とで も1(11.1) クラブ1(5.9)
売店が近いので1(11.1) 学校の社会性1(5.9)
とて もお もしろい1(11.1) 芸術の授業1(5.9)
② 「いいえ」 と答 えた人に尋 ねます。 「どうす れば楽 しくなりますか」(複 数 回答可)(日本)
男子50人 女子27人
1, 自由にす る 7(14) 1, 友 人をつ くる 7(25.9)
2,学 校がお もしろ くない 6(12) 2, 勉強 とは別 の楽 しみ を作 る s(ig.$)
3, 勉強 とは別 の楽 しみを作 る s(io> 3, 自分 自身に問題が ある 4(14.8)
わか らない s(io> 4, 学校の制度を変える 3(11.1)
4, 友 人をつ くる 3(6) 5, 自由 にする 2(7.4)
5, 宿題が多い 2(4) 6, 行事を増やす 1(3.7)
学校の制度を変える 2(4) 時間の無駄 1(3.7)
自分 自身に問題が ある 2(4) いやなこ とは早 く終 わ らせ る 1(3.7)
6, クラス替 え 1(2)
な らない i(2>
(注)()内 の数字 は上記 の質問に 「いいえ」 と答 えた生徒 に対す る割合 である。
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② 「いい え」 と答 えた人 に尋 ねます,「 どうすれば楽 しくな りますか」(複 数回答可)
(ニュージーラ ン ド)
男子12人 女子7人
1,制 限 を な くして,自 由 に す る4(33.3) 1,お も しろ い授 業2(28.6)
(生徒 に責任 を持 たせ る) キャンプ等の課外授業をふやす2(28.6)
2,授 業 を な くす3(25.0) 2,以 前の学校 の友人 と一緒 にいたい1(14.3)
3,女 子 生 徒 が い て ほ しい2(16.7) よ い友 人 が ほ しい1(14.3)
4,学 校 をお も しろ くす る1(8.3) お もしろくなるような何 かがあれば1(14.3)
もっと芸 術 の時間があれ ばよい1(8.3) 自由1(14.3)
授 業 にビデオを活用す る1(8.3) 通信教育 にす る1(14.3)
授業時間を選択制にしてほしい1(8.3) テス トが ない1(14.3)
わか らない1(8.3) もっ とすて きな先 生がい てほ しい1(14.3)
男子生徒がい てほ しい1(14.3)
(b)ど の 時 期 が 楽 しか った か
「小,中,高 で は どの時 代 が 一 番 楽 しか った と思 い ます か」 とい う質 問 に対
して は,小,中,高 の い ず れ か を 回答 して も らい,「 ど う して か」 とい う質 問
に対 して は,そ れ を選 ん だ理 由 を記 述 式 で 回 答 して も らっ た 。
《小,中,高 で は どの 時代 が 一番 楽 しか っ た と思 い ます か 。》
質問2「 小 ・中 ・高では どの時代 が一番 楽 しかった と思 いますか」
(日本)
合 計 男 子 女 子
小 46(17.0) 29(1g.2> 17(15.3)
中 130(48.1) 77(48.4) 53(47.7)
高 88(32.6) 48(30.2) 40(36.0)
無回答 6(2.2) 5(3.1) 1(a9)
質問2「 小 ・中 ・高 では どの時代 が一番楽 しか ったと思 います か」(
ニ ュー ジー ラン ド)
全 体 男 子 女 子
小 18(40.0) 9(42.9) 9(37.5)
中 8(17.8) a(9s) 6(ZS.o)
高 19(42.2) 10(47.6) 9(37.5)
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日本では,「 中学校時代」 が最も多 く,次 いで 「高校時代」,「小学校時代」
と続いている。それに対 してニュージーランドでは,「高校時代」が最も多 く,
次いで 「小学校時代」,「中学校時代」 という相反する興味深い結果となってい
る。筆者は,日 本での調査 を実施する前に,<高 校時代,小 学校時代,中 学校
時代 という順になるのではないか〉という予想を立てていた,そ の理由として
く中学校時代は高校受験が目前にあ り,内 申書等のプレッシャーで楽 しめない
のではないか,そ れに比べて高校時代はその受験 というハー ドルを見事にクリ
アーしたので,自 由に学校生活 を楽 しめるのではないか〉と考えたからであ








ンドでは 「宿題がない」 ということを挙 げていることである。小学校1年 生
から宿題が課せられている日本の小学生からすれば,うらやましい限りであろう。
「中学校時代」に関 しては,日 本では 「友人がいたから」「いろいろなこと
ができたから」「高校 ほど勉強 しな くてもよかったから」をその理由に挙げて
つ




違いがないのに対 して,ニ ュージーランドでは,「 自由に学べ るJ「興味あるも
のが学べ る」等の意見が見られる。ここから,筆 者なりに,日 本 とニュージー
ランドの中学,高 校時代の特徴 を挙げてみると次のようになるのではないだろ
うか。日本では,2章 でも述べてきたように高校受験よりも大学受験の方がは
るかに厳 しく,そ の結果,高 校生も受験を意識せざるを得なくなり,高 校で自
一104一
高校生の学校生活に関する意識調査(林)
① 「どう してか」(複 数回答可)(日 本)
「小 学校 時代」
男子29人 女子17人
1,気 楽 で 自由 だ っ た6(20.7)
遊べ て 楽 しか っ た6(20.7)
2,勉 強 しな くて よか っ た5(17.2)
3,テ ス トを真剣に考えなくてもよかった1(3.4)
1,気 楽 で 自 由 だ っ た13(76.5)
2,一 生懸命やれば評価 してもらえた1(5.9)
い ろい ろ な 行 事 が あ った か ら1(5.9)
心 か ら笑 え た1(5.g)
(注)()内 の数字 は上記の質問 に 「小学校」 と回答 した生徒 に対 する割 合であ る,
以下 中学校,高 校 において も同様である。
「中学校 」
男子77人
1,友 人 が い た か ら
2,楽 しか った か ら




3,高 校 程 勉 強 しな くて よ か っ た5(6.5)
5,行 事が あ ったか ら
6,停 学や留 年がないか ら
7,自 由だ ったか ら








1,友 人がい たか ら 22(41.5)









学 校 に行 くの が 楽 しみ だ っ た1(1.9)







1,自 由が あ り,い ろ い ろ で きた18(37.5) 1,友 人がい たか ら16(40)
2,友 人 が い た か ら7(14.6) 2,自 由が あ り,い ろい ろ で き た9(22.5)
3,充 実 して い る5(10.4) 3,充 実 してい る6(15)
ク ラブ活動5(10.4) 4,ア ルバ イ トが で き る1(2.5)
4,楽 だか ら2(4.2) 言いたいことが言えるようになった1(2.5)
5,ア ル バ イ トが で きる1(2.1) 世界が広 くなった1(2.5)
大人 と して認め られ る1(2.1)
いろい ろな資格が取れ る1(2.1)
由 に 興 味 あ る もの を学 ぶ とい う こ とは で きな い の に対 し,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドで
はBursaryExaminationと 呼 ば れ る大 学 入 試 の た め の試 験 がForm7で 実施
され,そ の プ レ ッ シ ャー もあ る か も しれ な いが,「 自由 が あ る」厂自由 に学 べ る」
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① 「どう してか」(複 数回答可)(ニ ュージー ラン ド)
「小学校」
男子9人 女子9人
1,自 由が あ っ た3(33.3) 1,気 楽 だ った4(44.4)
成績に関するプレッシャーがなかった3(33.3) 2,友 人 が い た2(22.2)
2,宿 題 が なか っ た2(22.2) 勉 強 しな くて も よか っ た2(22.2)
3,勉 強 しな くて もよか っ たか ら1(11.1) テス トが簡単 だった2(22.2)
女子生徒がいたか ら1(11.1) 3,自 由 にい ろい ろ学 べ た1(11.1)
宿 題 が あ ま りな か っ た1(11.1)




1,テ ス トなど心 配 しな くてよかった1(50) 1,勉 強 しな くて よ か っ た3(50)
宿題が あま りなか った1(50) 2,授 業がやさしくて,わか りやすかった1(16.6)
何 もか も新 しくて,魅 力 的だった1(16.6)




1,自 由 に学 べ る4(40)
2,宿 題 等 が 多 くない2(20)
お も し ろい2(20)
3,ク ラ ブ活 動1(10)
高校生になったので,責 任 を持たされ,1(10)
大 人 と して扱 わ れ る
年 が 上 だ か ら1(10)
厳 し くない か ら1(10)
女子9人
1,よ い 友 人 が い る3(33.3)
2,興 味 が あ る もの を学 べ る2(22.2)
よい 先 生 が い る2(22.2)
自由 が あ る2(22.2)
3,い ろいろな意見や機会があり,お もしろい1(11.1)
あ ま り勉 強 しな くて よい1(11.1)
私 は 賢 い か ら1(11.1)
学校 に影響 力 が あ る1(11.1)
自分 自身のアイデ ンティテ ィを1(11.1)
持 ち始 め る か ら
「興味あるものが学べ る」といった意見 に見られるように高校で自由に興味の
あるものを学び,ま た活動することができるのであろうし,学 校 もその要望に
答えているのであろう。また,日 本では逆 に中学校の方が校則等は厳 しいか も





「今 までに信頼で きる先生がいましたか」という質問について,「 はい」「い
いえ」で回答 してもらい,「 はい」 と回答 した生徒に関しては,さ らに 「いつ
の時代か」「どういう点が信瀬できたか」 を記述式で回答 してもらった。
《今までに信頼で きる先生がいましたか》
結果はニ ュージーランドの生徒の方が日本の生徒 より,信 頼度が高いことが
わかった,男 女別で見ると,ニ ュージーランドでは男女共 「はい」が上回って
おり,特 に女子では8割 近い生徒が 「はい」 と回答 してお り,教 師 との間に
深い信頼関係があることがうかがわれる。これに対 して日本では,女 子は約7
割 とやはり,同 様の深い信頼関係で結ばれていることがうかがわれるが,男 子
は 「はい」が 「いいえ」を」上回っているものの,過 半数には達 していないこ
とがわかる。今後,そ の原因を探っていく必要があるだろう。
《いつの時代 か》
結果は(b)の 「小,中,高 ではどの時代が一番楽 しかったですか」に対す
る回答がそのままここで も反映され,日 本では 「中学校時代」,ニ ュージーラ
ンドでは 「高校時代」と答えた生徒が多かった。
質問3「 今 までに信頼 で きる先生 がい ましたか」(日 本)
全 体 男 子 女 子
は い 149(55.2) 75(47.2) 74(66.7)
いい え 105(38.9) 73(45.9) 32(28.9)
無回答 16(5.9) 11(6.9) 5(4.5)
質 問3「 今 まで に信頼で きる先生がい ま したか」(ニ ュー ジー ラン ド)
全 体 男 子 女 子
は い 30(66.7) 11(52.4) 19(79.2)
、い い
え, 15(33.3) 10(47.6) s(ZO.$)
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① 「いつの時代 か」(複 数 回答可)(日 本)
全体149人 男子75人 女子74人
小 39(26.2) 21(28) 18(24.3)
中 87(58.4) 45(60) 42(56.8)
高 38(25.2) 20(26.x) 18(24.3)
(注)()内 の数字 は上記 の質 問に 「はい」 と答 えた生徒 に対す る割合
を示 している。
① 「いつの時代か」(複 数回答可)(ニ ュー ジー ラン ド)
全体30人 男子11人 女子19人
小 14(46.7) 6(54.5) 8(42.1)
中 9(30.0) 3(27.3) 6(31.6)
高 is(so.o> 7(63.6) 8(42.1)
《どういう点が信頼できたか》
日本では,信 頼できる先生像として 「何でも話せ,相 談に乗 って くれ,頼 り
がいのある」先生像が浮かび上がって くるが,一 方では 「教えるのが上手」 と
いった教 え方の技術 も必要になって くる。ニュージーラン ドでもやはり,「生
徒 と一緒にやる人」「すてきで信頼できる人」といった教師の人柄,姿 勢 とい
ったものに重きを置いていることがわかる。このように両国とも 「信頼できる
先生」 についての意識はほぼ同じであると言える。
② 「どうい う点 が信頼 で きたか」(日 本)
「小学校」
男子21人 女子18人
1,何 で も話せ た4(1g.0) 1,何 で も話 せ た4(22.2)
親身 になって考 えて くれた4(19.0) 2,一 緒 に 泣 い て くれ た2(11.1)
2,先 生 が偉大 だった2(9.5) 一 緒 に遊 んで くれ た2(11 .1)
3,厳 しさの中 にや さ しさがあ った1(4.8) 3,厳 しさの中 にや さ しさが あっ た1(5.6)
人は同 じだ と教 えて くれた1(4.8) 人 間と して見て くれ た1(5.6)
(注)()内 の数字は上記の質問 に 「小学校」 と回答 した生徒 に対 する割合 を示 して






2,相 談 に乗 っ て くれ た6(13.3>
3,頼 りが い の あ る先 生 だ っ た4(8.9)
熱 心 に教 え て くれ た4(8.9)
4,最 後 まで 進路 を 考 え て くれ た3(6.7)
5,一 言 一 言 に 筋 が 通 っ て い る1(2.2)
金八先 生 のような先生 だか ら1(2.2)
気 が合 ったから1(2.2)
生徒の立場 に立 って くれた1(2.2)
女子42人
1,同 じ立場で物事 を考 えて くれた7(16.7)




何事 に も真剣 だったか ら
5,先 生が好 きだった









1,何 でも話せた(い ろいろわかってくれた)7(35) 1,相 談 に乗 っ て くれ る5(27.8)
2,相 談 に乗 って くれ る3(15) 2,何 でも話せた(い ろいろわかってくれた)3(16.7)
3,信 頼 で きる2(10) 3,答 え た くな い2(11.1)
教 えるのが上手2(10) 4,生 徒の考えを重視し,自由な授業をしてくれた1(5.6)
4,一 生 懸命 して くれる1(5) い ろい ろ な こ と を知 って い る1(5.6)
先生 と一 番 よ く接す るか ら1(5)
② 「どうい う点が信頼で きたか」(複 数回答可)(ニ ュージー ラン ド)
「小学校」
男子6人
尊 敬 して い る1(16.6)
とて もす て きな 先 生1(16.6)
冷 静 で 穏 や か な 人1(16.6)
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「中学校 」
男子3人 女子3人
い ろ い ろ と援 助 して くれ る1(33.3) や さしい1(16.7)
生徒 と一緒 にや る人1(33.3) 心が広 く話 しやすい1(16.7)
すて きな先生1(16,7)
私達を見 守って くれる1(16.7)




1,信 頼 で き る2(28.6) 1,信 頼 で き る2(25.0)
2,冷 静 で 穏 や か1(14.3) 2,私 達 を見 守 っ て くれ る1(12.5)
丁寧 で話 しやす い1(14.3) すて きで愉快 な先生1(125)
私達 の立場 で考 えて くれる1(14.3) 私達 を理解 しようと して くれ る1(12.5)
生徒 を尊重 して くれ,1(125)
私 達 も信頼 で きる
(d)学 校 に行 きたくないと思ったことがあるか。
厂学校に行 きたくないと思ったことがありますか」という質問項目に対 して,
「はい」「いいえ」で回答してもらい,さ らに 「はい」 と回答 した生徒に対 して
「いつ頃か」また,「何が原因か」について記述式で回答 してもらった。
《学校に行 きたくないと思ったことがありますか》
両国とも半数以上が 「はい」と回答 している。詳しく見てい くと,日 本では
6割 が 「はい」と答えたのに対 し,ニ ュージーランドでは8割 以上の生徒が 「は
い」と回答 している。次ぎに両国を男女別に見るとニュージーランドではどち
らも8割 を超えているのに対 し,日 本 では男子は5割 に達 していないが,一







質問4「 学校 に行 きた くない と思 ったこ とがあ ります か」
(日本)
全 体 男 子 女 子
は い 157(58.1) 75(47.2) 82(73.9)
、
いいx 97(35.9) 72(45.7) Zs(ZZ.s>
無回答 16(5.9) 12(7.5) 4(3.6)
質問4「今までに学校に行きたくないと思ったこと轡 掣 弓ンド)
全 体 男 子 女 子
は い 39(86.7) 17(81) 22(91.7)
いい え 6(13.3) 4(19) 2(8.3)
① 「いつ 頃か」(日 本)
全体157人 男子75人 女子82人
1,高 校 の 頃30(19.1) 1,高 校 の 頃17(22.7) 1,中 学 校 の 頃15(18.3)
2,い つ も27(17.2) 2,い つ も13(17.3) 2,い つ も14(17.1)
中学 の 頃27(17.2) 3,中 学 の 頃12(16.0) 3,高 校 の 頃13(15.9)
3,雨 の 日6(3.8) 4,雨 の 日4(5.3) 4,眠 い 時4(4.9)
4,目 民い 時4(2.5) 5,小 学 校 の 頃3(4.0) 5,時 々3(3.7)
小 学校 の頃4(2.5) 疲 れた時3(4.0) 6,月 曜 日2(2.4)
疲 れた時4(2.5) 6,休 み の後2(2.7) 雨 の 日2(2.4)
5,時 々3(1.9) 入 学当初2(2.7) 朝2(2.4)
6,月 曜 日2(1.3) 7,夏1(1.3) 7,暑 い 時1(1.2)
朝2(1.3) 眠 い 時1(1.3) 疲 れ た 時1(1.2)




(注)()内 の数字は上記の質問に 「はい」を選択した生徒 に対する割合を示 している
徒が 「学校 に行きたくないと思っているのか」が浮 き彫 りにされてお り,興 味
深い回答ではないかと思われる。その中で特徴 を見つけだすことは難 しいが,
その中でも特に日本では男女共時期 としては高校,中 学校の頃が多 く見 られ,
一方,ニ ュージーラン ドでは時期 としては,女 子では中学校,小 学校が多 く見
一111一
佛教 大學 大學 院紀要 第24號(1996年3月)
① 「いつ頃か」(複 数 回答可)(ニ ュー ジー ラン ド)
全体39人 男子17人 女子22人
1,毎 日9(23.1) 1,毎 日5(29.4) 1,中 学 校 時代5(22.7)
宿題(課題)が多い時6(15.4) 2,宿 題(課題)が多い時3(17.6) 2,小 学 校 時代4(18.2)
2,中 学校 時代5(12.8) 3,高 校 時 代2(11.8) 毎 日4(18.2)
3,小 学 校 時代4(10.3) 病気 の 時2(11.8) 3,宿 題(課題)が多い時3(13.6)
高校時代4(10.3) 学校がいやになった時2(11.8) 難しいテストがある時3(13.6)
4,難 しいテストがある時3(7.7) 4,今1(5.9) 4,高 校 時 代2(9.1)
5,病 気 の時2(5.1) 年2,3回1(5.9) 朝寒くて起きれない時2(9.1)
学校がいやになった時2(5.1) 疲 れた時1(5.9) 5,た び た び1(4.5)
朝寒くて起きれない時2(5.1) ストレスのたまった時1(5.9) 1学 期1(45)
6,今1(2.6) 前日に誰かとけんかした時1(5.g) 3学 期1(4.5)
年2,3回1(2.6) 今年1(4.5)
疲れた時1(2.6) 眠 た い 時1(4.5)









られる。これは質問項 目(b)で 「楽 しかった時代」 として小学校時代を挙げ
た生徒が少なかったこととも関連するのであろう。また,ニ ュージーランドの
男子で見られる 厂宿題(課 題)が 多い時」「ス トレスがたまった時」,同女子の
「学期の途中で宿題(課 題)が 多 くあ り,行 くのがいやになった時」「難しいテ
ス トがある時」等の回答を見ていくとニュージーランドの高校生も日本の高校
生と同様 に厳 しい状況に直面 していることがうかがわれる。両国の回答で気に








両国で共通 して見られる大きな原因としては 「学校がおもしろくない(退 屈
だから)」 である。〈学校がおもしろくないから,学 校に行 きた くない〉と思
うのは当然 のことであろう。なぜ学校がおもしろくないのかについては,さ ま
ざまな理由があるだろうが,上 記で見 られた 「宿題(課 題)が 多す ぎる」こと
も原因するか もしれない。漠然 とした難 しい問題ではあるが,こ の問題の解決
なしには,生 徒はいつもく学校に行 きたくないと思 うであろう〉し,そ れが不
登校につながってい く可能性もあるだろう。早急に着手されなければならない
問題であろう。
次 ぎに上記で も述べたが 「疲れたから」が両国ともかなりの数で見 られるこ
とである。 この原因の究明も必要 とされるところであろう。次ぎに日本で見 ら
れる特徴 としては,女 子で 「友人関係が くずれた時」が多数見られることであ
る。これは(a)で 「学校生活が充実 していて楽 しい」原因として,多 くの生
徒が 「友人 と遊ぶ」を挙げていることから考え,「友人関係が くずれて しまえ
② 「何が原 因か」(日 本)
男子75人
1,学 校 がお もしろ くない
2,朝 起 きるのが つ らい
2,じ ゃま くさ くなる時があ る
















い ろいろ な問題 を抱 えているか ら1(1 .3)
女子82人





2,だ る く疲 れ るか ら















雨 の日は行 きた くない








)内 の数字 は上記の質問 に 「はい」 を選択 した生徒に対 する割 合 を示 してい
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② 「何が原 因か」(複 数回答可)(ニ ュージーラン ド)
男子17人




4,学 校 が厳 しいか ら
学校が いや だか ら
行 きたくない日が毎日続 くから
学校 に耐 えられ ないから















4,学 校 がいやだか ら
ス トレスが たまるか ら













前 夜 外 出 して疲 れ た1(4.5)
sportsdayの た め1(4.5)
友 人 の 問題1(4.5)
学校 に対す る興 味が な くな った1(4.5)
先 生 が 非理 性 的 だ か ら1(4.5)
生 徒 が い や だ か ら1(4.5)
宿 題 を して い な か った た め1(4.5)
ば,学 校に行 きたくない」 と考えるのも当然であろう。友人が学校 を支えてい
る日本の現状に対する問題提起 とも言えるであろう。次ぎに見られる特徴 とし
ては 「クラブ活動」がその原因に挙げられていることである。課外活動の一つ




(参考)「 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの教 育 制 度」
3歳 か ら幼 稚 園が 始 ま り,5歳 の誕 生 日 に小 学 校 に 入 学 す る。 小 学 校 は6-7
年 制 で あ り,intermediateschool(Formsl,2)が11歳 の時 に始 ま る。secon-
daryschool(Forms3to7)は13歳 よ り始 ま り,Form5,6,7が 日本 の 高 校
に相 当 す る。新 学 期 は2月 に始 ま り,12月 中旬 に終 わ る 。Form5(15歳)で,




tionと 呼ばれる,大 学入学のための試験 を受ける。大学は7つ あ る。その他
コミュニテイーカレッジに相当するポリテクニックスがあり,20歳 代や30歳
代の成人の生徒の割合が高いのが特徴である。
終 わ り に
今回は学校生活及び学校に対する意識を中心に日本とニュージーランドの高
校生について考察 した。この調査を通して中学生,高 校生は受験に追われ,友
人と遊んだ り,自 己についていろいろ考え,悩 む時間的な余裕がないように感
じられた。 これは,人 生が80年 代 になっているにも関わらず,学 校教育は従
来のままであり,乳 幼児期から青年期 に至る80年 と言われるライフスパ ンの
4分 の1に も満たない短い期間に様々な能力を身につけなければならないとこ
ろに問題があるのではないだろうか。人生80年 という生涯教育の観点から,
もう少 しゆった りとした流れの中で能力を身につけてい くことができれば,も
っと生徒は楽になるのではないだろうか。
そこで筆者は,人 生を80年 以上 という長いライフスパンで教育 を考え,理
想的にはこの期間は試験を一切排除し,高校を全入制にし,大学入試を廃止 し,
希望者は全員入学できるようにし,学 歴による賃金格差等を排除 し,学 歴偏重
の現状を打破すべきであると考える。そうして,こ の時期に自我同一性を確立














(はや し たかお 大阪府立磯 島高校)(1995年10月25日 受理)
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